心態詞 ja の含意に関する試論　― „Du hast ja vielleicht Recht“ の解釈について ― by 筒井 友弥
〈Summary〉
  In this paper, I discuss the German modal particle ja. Especially I direct the attention 
toward the cooccurrence of ja and the modal adverb vielleicht illustrated by the sentence “Du 
hast ja vielleicht Recht”. 
  Whereas the modal particle ja presupposes a factivity （the known） of a proposition, the 
modal adverb vielleicht indicates a possibility （the unknown） of a fact. This is actually a 
problem, because in this cooccurrence the meaning of the two words will be interpreted on the 
same level.
  It is assumed that the modal particle ja indicates the speakerʼs presupposition of a certain 
fact being already known to the listener. There is, however, an example, where the known 
cannot be presupposed. In this article, I will try to explain the implicated meaning and function 




叙文における心態詞 ja と話法詞 vielleicht の共起（Kookurenz）に注目する。この共起文では，
命題の事実性（既知性）を表明する ja の機能と，事実の可能性（未知性）を表明する vielleicht
の機能において，本来，いわば意味的な相殺を伴い使用に齟齬をきたすと考えられる。しかし，
実際には，例えば ︵1︶ のような共起文は，インターネットサイトの Google でも数多く検索され，
また，日常会話でも支障なく用いられる。
︵1︶ Du hast ja vielleicht Recht.（君は正しいかもね） 2）
　そこで本稿では，この現象に取り組むうえで，下記 ︵2︶ のような会話例からうかがえる ja の




― „Du hast ja vielleicht Recht“ の解釈について ―
筒　井　友　弥
︵2︶ 〈互いに見知らぬ相手である A と B が，市電に乗り込んで〉
  A: Würden Sie bitte weiter durchgehen?（奥に進んでいただけませんか）
  B: Nein, ich muss ja nächste Station schon aussteigen.（Rinas 2007: 205）（〈〉は筆者による）
  （いえ，もう次の駅で降りないといけないので）
　この ︵2︶ では，A は B が次の駅で下車しなければならないことを知る由もないため，話し手
B の発話を下記 ︵3︶ のように解釈することはできない。
︵3︶ *  Der Hörer （=A） weiß, dass der Sprecher （=B） an der nächsten Station schon aussteigen 
muss.
（ 聞き手（＝ A）は，話し手（＝ B）がすでに次の駅で降りなければならないことを知って
いる）
　本稿では，まず次節で心態詞 ja と話法詞 vielleicht の機能を概観する。続いて第 3 節では，当
該の共起文の意味的な構造に関する先行研究を紹介し，その見解の問題点を指摘する。そして第




　心態詞研究で最も著名な文献の一つである Helbig（1988）では，心態詞の ja を 9 つのタイプ
に 分 類 し， そ の う ち 平 叙 文 に 現 れ る ja に つ い て（4a） の よ う に 述 べ て い る。 ま た，
Langenscheidt の独独辞書でも，平叙文における心態詞 ja のいわゆる「既知（性）」に言及され
ている（＝（4b））。続けて（5a-d）に，心態詞 ja の例を挙げる。
︵4︶ a.  ［ja］ signalisiert den geäußerten Sachverhalt als dem Sprecher und dem Hörer bekannt （= 
wie wir beide wissen） oder gar als evident bzw. allgemeingültig, bezieht sich auf gemeinsa-
mes Vorwissen, setzt Konsens （eine gemeinsame Kommunikationsbasis） voraus und/oder 
appelliert an Übereinstimmung. Sprecher setzt den Sachverhalt als bekannt voraus, möchte 
sich jedoch vergewissern, ob er gegenwärtig ist （ruft ihn gleichsam ins Gedächtnis zurück）. 







  b.  ［ja］ in Aussagesätzen verwendet, um auszudrücken, dass etwas bekannt ist, um daran zu 




︵5︶ a. Wir wissen ja, daß er nächste Woche operiert wird.（Helbig  31994: 165）
   （私たちは，彼が来週手術を受けることを知っていますよね）
  b. Die Prüfung ist ja bald vorüber.（Wir wissen es alle.）（ibid.）
   （試験はもうすぐ終わるね）（（私たち全員がそのことを知っている））
  c.  Köln war ja schon im Mittelalter eine blühende Stadt. （,Wir sind uns darin einig / wir 














（6）  Sprecher signalisiert unsichere Vermutung hinsichtlich der Realität/Realisierbarkeit von p. 
Zweifel sind nicht ausgeschlossen, aber die Faktizität von p wird immerhin für möglich 
gehalten （Es ist vielleicht so, daß p. / Für Sprecher gilt: ebensogut p wie nicht p）（Helbig/




ていないものの，少なくとも p の事実性は可能なものであるとみなされる（p ということ
はありうる／話し手にとって，p であることと p でないことは等価とみなされる））
（7） a. Wir gehen heute vielleicht noch ins Kino.（Helbig/Helbig  21993: 271）
    （私たちは今日まだ映画に行けるかも）
   b. Diese Kiste ist vieLLEICHT schwer.（岡本・吉田 2013: 249）〈大文字は強勢の意〉
    （この箱はひょっとしたら重い）
   c. Jiji: Vielleicht hat sich hier aber auch schon ‚ne andere Hexe eingenistet.
    Kiki: Vielleicht auch nicht.
（ジジ : ここにはもう他の魔女がいるかもしれないよ。
 キキ : いないかもしれないわ）（映画「魔女の宅急便（ドイツ語訳版）」より）






　前節で示した ja と vielleicht それぞれの機能をふまえ，その共起文に注目した井口（2010） 4） で
は，下記（8）のように一つの問題点が指摘される。





（9） Du hast ja vielleicht Recht. （= （1））（君は正しいかもね）
?? S hält p für faktisch und gleichzeitig für möglich，p = der Hörer hat Recht
（ S は p を，事実であり，同時に事実でありうるものとしてみなす，p ＝聞き手が正し
い）
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としての vielleicht の機能の根本には『ありえなさ』のようなものが見てとれる」（井口 2010: 
53）と述べる。
（10） a. Der hat vielleicht einen Bart!（井口 2010: 52）（そいつはなんてひげを生やしているんだ）
   b. Er hat vielleicht 20 DM verspielt.（ibid.）（彼は 20 マルクほどすってしまった）
   c. Könnten Sie das vielleicht für mich erledigen?（ibid.: 53）
（ひょっとして私のためにそれを済ませていただけませんでしょうか）
   d. Haben Sie vielleicht Feuer?（ibid.）（ひょっとして火をお持ちですか）





　こうした分析の結果，（1）のような文（Du hast ja vielleicht Recht.）における vielleicht の意味
的な機能を，「話し手の発話行為自体に対する控え目な態度の表現」とする。そして，ja と










以降で，ja と vielleicht の両者が同じく発話行為レベルで作用していると捉えることに異論を唱
え，一つの試みとして第 4 節でその問題の解決策を探る。
3.2. 井口（2010）による分析の問題点 ― 作用域
　前節末に挙げた井口（2010）による文解釈には二つの問題点が観察される。第一に，意味的な
作用域が考慮されていない点である。例えば，アスペクト，時制，モダリティの語順の意味的な
階層性を論じた Cinque（1999）を参照し，心態詞 ja の配語に言及した Grotz（2005）によれば，
心態詞 ja は Moodspeech act の位置（英 : frankly の位置）に基底生成され，話法詞 vielleicht（英 : 
perhaps の位置）を含みこんだ命題全体を意味的な作用域に取ると考えられる。
（11） The universal hierarchy of clausal functional projections
    ［ frankly Moodspeech act ［ fortunately Moodevaluative ［ allegedly Moodevidential ［ probably 
Moodepistemic ［ once T（Past） ［ then T（Future） ［ perhaps Moodirrealis ［ necessarily Modnecessity 
［ possibly Modpossibility ［. . .］ （Grotz 2005: 77ff., cf. Cinque 1999: 106）



















（13） a. Hein ist ja auf See.（Hein は海に出ているよ）
   a′. < ja + ASSERT （Hein ist auf See）>（Zimmermann 2004: 284）
　一方，Zimmermann（2004）による話法詞 wohl の分析を参照して，wohl の代わりに vielleicht
を置いた（14a-d）で示すとおり，wohl や vielleicht のような認識的モダリティを表す話法詞は，
文ムードを示す Force の主要部に基底生成されて，文ムードを修飾する語であると考えられて
いる。つまり，この点で発話行為オペレータ修飾語（例えば心態詞 ja）と区別され，同時にこ
のことは，（14e）に示すように話法詞 vielleicht の意味が，心態詞 ja の意味的な作用域に入るこ
とを裏付ける。
（14） a. Hein ist vielleicht auf See.
   b. Sprecher vermutet, dass Hein auf See ist.
   c. vielleicht（p） = VERMUT（Sprecher, p）Sprecher = epistemische Verankerung
   d. ［ForceP vielleichti declSprecher ［TopP Hein ［FinP ist ［VP ti . . .］］］］ 5）
   
















平叙文における心態詞 ja の意味機能について再検討する。その際，下記（16）に再録する第 1
節で紹介した会話例に注目する。
（16） 〈互いに見知らぬ相手である A と B が，市電に乗り込んで〉
   A: Würden Sie bitte weiter durchgehen?（奥に進んでいただけませんか）
   B: Nein, ich muss ja nächste Station schon aussteigen.（Rinas 2007: 205）
   （いえ，もう次の駅で降りないといけないので）




　例えば Rinas（2007）は，（16B）における ja を „Indikator für Wissensvorsprung“（知識の
リードを表す標識（筆者による訳））と称して（17）のような見解を示す。
（17） ja als Indikator für Wissensvorsprung
    Der Sprecher besitzt gegenüber dem Hörer einen Wissensvorsprung, der ihn zur 
Behauptung von S ［= Sachverhalt］ legitimiert.
   Paraphrase: ,Sie müssen wissen, dass S.ʻ








り，この時点で，話し手 B は聞き手 A に対して「知識の優位性」を持っている。つまり，聞き
手に対して知識をリードしている。そして，Rinas（2007: 208）によれば，心態詞 ja は，そのよ
うな知識のリードを示すだけでなく，その知識の優位性を表すことで論拠や叙述を行うきっかけ




（18） a.  Sabeth in meinem Arm, während wir auf den Sonnenaufgang warten, schlottert. Vor 
Sonnenaufgang ist es ja am kältesten.（Rinas 2007: 206）
（日の出を待つ間，私の腕のなかの Sabeth は震えている。日の出前が最も寒いからだ）







（19） a. ?  Sabeth in meinem Arm, während wir auf den Sonnenaufgang warten, schlottert. Vor 
Sonnenaufgang ist es am kältesten.（Rinas 2007: 206）
（日の出を待つ間，私の腕のなかの Sabeth は震えている。日の出前が最も寒いのだ）
   b.  Sabeth in meinem Arm, während wir auf den Sonnenaufgang warten, schlottert. Vor 
Sonnenaufgang ist es bekanntlich am kältesten.（ibid.）
（ 日の出を待つ間，私の腕のなかの Sabeth は震えている。知ってのとおり，日の出前が
最も寒いからだ）
　このことは，論拠／理由づけの意味が，本来，Grice の協調の原理（＋関係の公理）に依るも





müssen wissen, dass S.ʻ（言い換え：,あなたは S ということを知っていなければならないʻ）」を参
照し，第二に，心態詞がもっぱら会話（対話）で頻出することをふまえ，聞き手に対する働きかけ
として筆者なりのことばで言い換えたものである。また，同じく（17）における「Der Sachverhalt 

























（21） a. Die Prüfung ist ja bald vorüber. （＝（5b））（試験はもうすぐ終わるね）
   b. Er wird ja nächste Woche operiert.（彼は来週手術を受けますね）
（22） a. Fahren wir übernächste Woche nach Kyoto! Die Prüfung ist ja bald vorüber.
（再来週，京都に行こうよ。もうすぐ試験が終わるからね）
   b. Er wird ja nächste Woche operiert. Er kann bestimmt nicht am nächsten Spiel teilnehmen.
（彼は来週手術を受けますからね。彼はきっと次の試合には出られません）
　以上をふまえ，（23）＝（16）の例で同様に考えてみる。
（23） 〈互いに見知らぬ相手である A と B が，市電に乗り込んで〉
   A: Würden Sie bitte weiter durchgehen?（奥に進んでいただけませんか）







解せよと促し，その結果，聞き手は，ja を伴う B の発話が，その先行発話である „Nein“（いい
え），つまり「断り」の論拠であると解釈することなる。
4.2. „Du hast ja vielleicht Recht“ の解釈
　最後に，（24）＝（1）の可能な解釈を試みる。




話命題（Der Hörer hat Recht）の蓋然性を表すことにより，（程度には差があると考えられる
が）聞き手の主張に対して納得していない旨を含意する。つまり，下記（25a, b）の比較で示す
とおり，vielleicht を伴う発話（主張）は，決して 100％の確証を示していないことを表現してお
り，そのことが，特に今回のような発話命題（Der Hörer hat Recht）においては，相手の意見／
主張の内容に納得していない旨の含意につながる。
（25） a. Du hast Recht. = 100% sicher, ganz überzeugt
（君は正しい＝ 100% の確証，完全に納得している）
   b. Du hast vielleicht Recht. = nicht 100% sicher, nicht ganz überzeugt
（君は正しいかもしれない＝ 100% ではない確証，完全には納得していない）
　この点は，vielleicht 単独を伴う文でも（＝（26a）），心態詞 ja との共起文であっても（＝
（26b）），明示的あるいは潜在的に，接続詞 aber（しかし）を伴う発話が後続することからもう
かがえる 7）。
（26） a. Du hast vielleicht Recht, （aber . . .）
   b. Du hast ja vielleicht Recht, （aber . . .）
　以上をふまえて（24）の文を解釈すると，「話し手は話法詞 vielleicht を伴う発話により，発話















（27） Du hast ja vielleicht Recht.（君は正しいかもね）
　この問題に取り組むうえで，筆者が特に注目したのは（28）のような会話例である。
（28） 〈互いに見知らぬ相手である A と B が，市電に乗り込んで〉
   A: Würden Sie bitte weiter durchgehen?（奥に進んでいただけませんか）





　結論として，まず，Rinas（2007）における „ ja als Indikator für Wissensvorsprung“（知識の

















vielleicht を伴わない文，（31a, b）のような命令文や（32a, b）のような感嘆文における ja，ある
いは副文内に義務的に現れる ja（＝（33a）），または因果接続詞と共起する場合の心態詞 ja（＝
（33b））に対する整合性のある分析が問われる。
（30） Du hast ja Recht, aber . . .（君は正しいね。でも…）
（31） a. Arbeite já fleißig!（Helbig  31994: 168）（しっかり働け！）
   b. Lies já das Buch durch!（ibid.）（その本を最後まで読みなさい！）
（32） a. DER hat ja einen Bart!（Rinas 2006: 261）（そいつには髭が生えてるじゃないか！）
   b. Die Suppe ist ja h e i ß! （このスープは熱いんだな！）（三瓶 1997: 17）
（33） a. Dass du ja gleich nach Hause kommst!（すぐに帰宅すること！）
   b. Ich kann nicht kommen, weil ich ja morgen nach Berlin fahren muss.（Rinas 2006: 146）
（明日ベルリンに行かないといけないので私は来られません）
注
1 ） 本稿は，京都ドイツ語学研究会第 84 回例会（2014 年 9 月 20 日，キャンパスプラザ京都）で
の口頭発表「心態詞 ja に関する一考察 ― 話法詞 vielleicht との共起をてがかりに ―」に基
づき，その内容に修正を施したものである。






3 ） Gerstenkorn（1976: 340）に依る。実際には 30％程度とも考えられる。
4 ） 管見では，当該論文以外に，平叙文における心態詞 ja と話法詞 vielleicht の共起を扱った文献
は見当たらない。感嘆文における共起については Rinas（2006）を参照されたい。
5 ） ForceP，TopP，FocP，FinP といった機能範疇は，「分離 CP 仮説」（split CP hypothesis）とし
て Rizzi（1997: 297）により提案されたものである。その際，„Force“ という概念は，declara-
tive，interrogative，imperative，exclamative と同様に „sentential mood/sentential force“ を指
し，„illocutionary force“ のことではない。（cf. Coniglio 2011: 70）
6 ） 心態詞 ja の表す既知性については，次の岡本（2010: 55）の例文（Ⅰ）における論法（Ⅱ）を
参照する（（Ⅰ）の和訳は筆者による）。以下から，心態詞 ja の表す既知性は，語彙的なもの
ではなく含意レベルのものであるとわかる：
   （Ⅰ） a. Sie wissen ja, daß er nächste Woche operiert wird.（岡本 2010: 54）
      （ja ＋彼らは，彼が来週手術を受けることを知っている）
     b. Er wird ja nächste Woche operiert.（ibid.）
      （ja ＋彼は来週手術を受ける）
     c. Sie wissen, daß er nächste Woche operiert wird.（ibid.）
      （彼らは，彼が来週手術を受けることを知っている）
   （Ⅱ） a. 前提 : （Ⅰa）と（Ⅰb）の意味は等しい。
     b. 主張−1: ja は，「聞き手にとって既知である」（＝ A）を意味する。
     c. 主張−2: A は，（Ⅰa）のマトリックス文 Sie wissen に含まれている。
     d. 主張−3: A は，（Ⅰb）の文に ja として含まれている。
     e. 帰結−1: 主張 -1 と主張−2 により，（Ⅰb）と（Ⅰc）の意味は等しい。
     f. 帰結−2: 前提と帰結−1 により，（Ⅰa）と（Ⅰ c）の意味は等しい。
     g.  帰結−3: （Ⅰa）と（Ⅰc）の意味が同じであると主張するためには，（Ⅰa）の ja の意
味が「空」（φ）であると主張しなければならない。これは主張−1 と矛盾する。（cf. 
岡本 2010: 55）
7 ） インターネットサイト Google の「フレーズ検索」では，„Du hast vielleicht Recht.“ という文
は 3,680 件，そのうち „Du hast vielleicht Recht, aber ［. . .］“ は 737 件，また，„Du hast ja 
vielleicht Recht.“ という文は 641 件，そのうち „Du hast ja vielleicht Recht，aber ［. . .］“ は約
半数の 325 件が検索された（2016 年 9 月 24 日時点の検索結果）。
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